
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（7 学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

18

合
計

70

10

10

【知識及び技能】様々な形のデザインを
知り、形から受ける印象を理解する。彫
刻の技法を理解し、意図に応じて、表現
し、道具を正しく安全に使用すことがで
きる。
【思考、判断、表現】
どんな思いをカタチにしたいのか、アイ
デアを多数出し、試行錯誤して、主題に
合った形をデザインし、作品を制作する

カタチのデザイン
・想いをカタチにする

〇 ○

【知識及び技能】様々な形のデザインを知
り、形から受ける印象を理解する。彫刻の技
法を理解し、意図に応じて、表現し、道具を
正しく安全に使用すことができている。
【思考、判断、表現】
どんな思いをカタチにしたいのか、アイデア
を多数出し、試行錯誤して、主題に合った形
をデザインし、作品を制作することができて
いる。

○

3
学
期

【知識・技能】映像の歴史や原理を理解
　する。
【思考・判断・表現】学んだ知識やテク
　ニックを生かしてよりよく表現しよう
　とする。
【主体的】他者の表現をよく観察し、客
　観的に自分をみて自分の個性に気づき
　伸ばす。
課題を解決する力

コマ撮りアニメーション
タブレットPC使用

○ ○

○

【知識・技能】映像の歴史や原理を理解して
いる。【思考・判断・表現】学んだ知識やテ
クニックを生かしてよりよく表現しようとし
ている【主体的】他者の表現をよく観察し、
客観的に自分をみて自分の個性に気づき、伸
ばすことができている。

墨絵
・江戸絵画から発想して描く

○ ○

【知識及び技能】江戸絵画を知り、墨で描か
れ
　た線の特徴や良さ、表現の多様性を理解す
る
　ことができている。
【思考、判断、表現】江戸絵画から発想し、
物語の一場面をイメージし、主題を生成して
創意工夫し、表現できている。
【主体的】他者の作品を鑑賞し、創意工夫を

○ ○

○

【知識及び技能】コラージュの技法につい
　て知り、特性について理解することが
　できている。
【思考、判断、表現】コラージュ表現の特性
から発想し、自身で主題を生成し、創意工夫
し、表現できいる
【主体的】多数のアイデアを出し、主体的の
に取り組む。他者の作品を鑑賞し、創意工夫
を感じ取り、記述している。

○ ○

【知識及び技能】点描技法について知り、点
描
　表現の特性について理解することができて
い
　る。
【思考、判断、表現】点描の幅広い表現から
発
　想し、自身の表現に活かすことができる。
　点描の濃淡で、奥行きや凹凸の表現を描く

○ ○ ○ 10

２
学
期

【知識及び技能】コラージュの技法につ
　いて知り、特性について理解すること
　ができている。
【思考、判断、表現】コラージュ表現の
　特性から発想し、自身で主題を生成し
　創意工夫し、表現できいる
【主体的】多数のアイデアを出し、主体
的のに取り組む。他者の作品を鑑賞し、
創意工夫を感じ取り、記述している。

組み合わせてつくる
・コラージュ

○

【知識及び技能】点描技法について知り
　点描表現の特性について理解できる。
【思考、判断、表現】点描の幅広い表現
　から発想し、自身の表現に活かすこと
　ができる。点描の濃淡で、奥行きや凹
　凸の表現を描くことができる。
【主体的】点描における自分の課題をみ
　つけ、改善しようとしている。他者の
　作品を鑑賞し、創意工夫を感じ取り、

点描画
・点描作品と点描表現
・点描画制作

○ ○ ○

１
学
期

【知識・技能】
　作品の背景や作者の制作意図について
　知り、社会とのつながりや理解する。
【思考・判断・表現】
　言葉や文章から発想し、フィールワー
　クを通して、自分なりの表現をするこ
　とができる
【主体的】
　鑑賞した作品について、自分の考えや感

オリエンテーション
対話鑑賞
・屋外フィールドワーク

○

10

【知識及び技能】江戸絵画を知り、墨で
描かれ
　た線の特徴や良さ、表現の多様性を理
解する
　ことができている。
【思考、判断、表現】江戸絵画から発想
し、物語の一場面をイメージし、主題を
生成して創意工夫し、表現できている。
【主体的】他者の作品を鑑賞し、創意工

○

【知識・技能】遠近法について知り、透視図
法
　について理解している。明暗で９段階のグ
ラ
　デーションがつくれている。
【思考・判断・表現】グラデーションや線の
奥
　行きで立体を再現することを理解し、自分
自

○ ○ ○ 4

【知識・技能】色の三属性を理解し12色の色
相
　環をつくることができる
【思考・判断・表現】色相環や水彩技法を段
取
　りを考え丁寧に絵具で仕上げることができ
る【主体的】色による表現の多様性を生かす
こと
　ができる。自分の課題をみつけ、改善しよ

○ ○ ○ 4○

【知識・技能】遠近法について知り、透
　視図法について理解している。９段階
　のグラデーションがつくれている。
【思考・判断・表現】グラデーションや
　線の奥行きで立体を再現することを理
　解し、自分自身の表現に生かしてる。
【主体的】自分の見方、表現について課
　題をみつけられている。
段取りを組んで取り組む力

鉛筆表現
・グレースケール
・絵画における立体表現、空間表
現
　透視図法 ○ ○

【知識・技能】色の三属性を理解し12色
　の色相環をつくることができる。
【思考・判断・表現】色相環や水彩技法
　を段取りを考え丁寧に絵具で仕上げる
　ことができる。
【主体的】色による表現の多様性を生か
　すことができる。自分の課題をみつけ
　改善しようと努力する態度の育成する
段取りを組んで取り組む力

色彩演習
・絵具による表現
・水彩技法

○ ○

○

【知識・技能】作品の背景や作者の制作意図
に
　ついて知り、社会とつながり理解できる。
【思考・判断・表現】言葉や文章から発想
し、
　フィールドワークを通し、自分なりの表現
を
　することができる。
【主体的】鑑賞した作品について、自分の考

○ ○ ○ 4

知 思 態

配
当
時
数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深め
るとともに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、創
造的に表すことができるようにする。

造形のよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術
の働きなどについて考え、主題を生成し創造的に発
想し構想を練ったり、価値意識をもって美術や美術
文化に対する見方や感じ方を深めたりすることがで
きるようにする。

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生
涯にわたり美術を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな
生活や社会を創造していく態度を養う。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、
豊かな情操を培う。

美術Ⅰ

高校生の美術１（日本文教出版）

芸術 美術Ⅰ
芸術 美術Ⅰ 2

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する教科の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。


